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〔吉原知志訳〕 「ローマ法源の中の動物」 『龍谷法学』50 巻 4 号 〔2018〕 731–774 頁に邦訳さ
れている）。
講演では，ヴィーアッカー （Wieacker） の著名な作品の 60 周年を記念し，出版後
のローマ法学の二つの大きな研究動向が紹介される。この作品の功績の一つとし






























いての法務官による補充的制度』（El régimen pretorio subsidiario de la acción noxal 
（EDICIONES UNIVERSIDAD DE NAVARRA, 1981））以来，経済史と社会学の観点も
加味し制度と実態の相互関係を描く方法を，一貫して実践してこられた。近年で
は，『動物園及び水族館に関する法制度』（Pilar López de la Osa Escribano ; Teresa Gi-










の想定につき，Friedrich Karl von Savigny, Vom Beruf unserer Zeit für Gesetzge-
bungf und Rechtswissenschaft, Heidelberg 1814, Hildeheim, S. 157 を参照。なお，個
別の法学者に対する研究として，イタリアの L’Erma di Bretschneider 社から，2018
年以降，シリーズ Scriptores iuris Romani の刊行が進行中であり，第 1 巻は，Jean-
Louis Ferrary, Aldo Schiavone, Emanuele Stolfi （a cura di）, Qvintvs Mvcivs Scaevo-
la : Opera, 2018 である。https://www.lerma1896.com/collana/scriptores-iuris-romani
参照。ドイツ語圏でも，Harke, Jan Dirk Harke, （Hrsg.） Argumenta Papiniani. Stu-
dien zur Geschichte und Dogmatik des Privatrechts, 2013 や Arndt Christoph Hen-
del, Marcelli ratio : die Argumentationsweise des hochklassischen Juristen Ulpius 
Marcellus, 2015 のような，特定の法学者に的を絞ったシンポジウムの一連の成果も
刊行されている。スペインにおけるローマ法学および法律碑文学についての邦語文
献としては，林信夫「エスパーニャにおけるローマ法」『南欧文化』11 号 1–17 頁
（1985 年），同「〈翻訳〉ジュゼッペ―イグナツィオ＝ルッツアット『ギリシア・ラテン
法律碑文学』（ミラノ，1942 年）」『専修大学法学研究紀要』12『民事法の諸問題 V』 
163–195 頁（1987 年），「同（2）～（6）」『専修法学論集』46 号 157–175 頁（1987 年）， 
49号 87–114 頁 （1989 年）， 50号 335–370 頁 （1989 年）， 51号 203–216 頁 （1990 年）， 























































ツ（Schulz）14）， ヴォルフ（H. J. Wolff）によって指し示された方向をとるもので， ユス
ティニアヌス帝以前の変更の批判的検討にとっては，異読があるテクストの照合・
校合を可能とするすべての法学テクストの再検討に具体化されたのです。その原理
原則に従えば，紀元後 300 年頃に，それまで残されていた文献はすべて 〔勅法彙纂
の意味でもあり，法典 （Code） の語源でもあり，今日にまで受け継がれる装丁である〕冊
子本 （codex） という新たな形式で再版されるというフィルターを通過したのです
が，これが大部分の 〔テクストの〕 破壊をもたらしつつ，古代の 〔巻物スタイルの〕


































ローマ法研究が顕著に進展します。シュルツの『ローマ法学史』（History of the Ro-




ルツ自身が著書『ローマ法の原理』（Prinzipien des römischen Rechts）において主張
していた「孤立」（Isolierung）という前提もそうですが，さらに深刻なのは，法学
者がいずれも個性のある考察を行っていたことを認めないということです。シュル












〔様々なローマ時代の法学〕 著作に関する確たる批判的 〔法文〕 再構成（パリンゲネ
シア）にとって無視してはならないのは，著者の伝記の研究及びそのメンタリ
ティーの研究です。この意味で重要なのは，1952 年のクンケル（Kunkel）『ローマ








おける研究の実例としての冒頭数章の 〔法文〕 再構成（パリンゲネシア）』（A Palin-






































und Niedergang） 第 2集第 15 巻です23）。そこにはローマ帝政期最初の 2世紀に関す
る一般的な研究の間に， とりわけ， ケルスス （ハウスマニンガー （Hausmaninger） 担
当）， サルウィウス・ユリアヌス （ブント （Bund） 担当）， ポンポーニウス （ネル （Nörr） 
担当）， ガイウス （ディオズディ （Diosdi） 担当）， パピニアヌス （ジュッフレ （Giuffré） 
担当）， パウルス （マスキ （Maschi） 担当）， ウルピアヌス （クリフォ （Crifó） 担当） な
ど 24 編の論稿があります24）。カサヴォーラ（Casavola）の著作 『ハドリアヌス期法
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culi Epistulae） （1970），ラシュテッター（J. Rastätter）の『ユリアヌス法学大全に対
するマルケッルスによる注記』 （Marcelli notae ad Iuliani digesta） （1980），エッカルト 
（B. Eckardt）の『ヤウォレヌス書簡集』 （Iavoleni epistulae） に関するもの （1978），単
行書としては，タパーニ・クラーミ（Tapani Klami）『スカエウォラの解答録に対す
るトリュポニヌスによる注釈における判断と根拠』（Entscheidung und Begründung 
in Kommentaren Tryphonins zu Scaevolas Responsen） （1975）， トッレント （Torrent）
による著作として『ユリアヌスの両義論』 （De ambiguitatibus di Giuliano） （1971），
サンタルチーア（Santalucia）によるウルピアヌスの『見解録』 （libri opinionum） に
関する二巻書（2 vols., 1971），リープス（Liebs）による『ヘルモゲニアヌスの法抄
録』（Hermogenians iuris epitomae） （1964）がそうです。
この種の研究に基礎を提供するものとして， ヴァリニョ （Valiño） の 『ガイウスの
属州告示註解』 （El comentario de Gayo al edicto provincial）（1979）もあります。同様






デローロ（Dell’Oro）の研究書『ローマの法学における「義務論」諸巻』（I libri “de 
officio” nella giurisprudenza romana） （1960） や SDHI （Studia et Documenta Historiae 
Iuris） 1977 所収のフレッツァ（Frezza）の『「解答録」及び「質疑録」』（“Responsa” 










ランツ・ホラック（Franz Horak） の『判断根拠・判決理由』 （Rationes decidendi） 
（1969） は， ラベオーまでの初期法学者の論拠に注目しており， 同じくブント （Bund） 




























































1. まず第一に， 墓碑 CIL. II, 497〔以下，CILは，ラテン碑文集成（CORPUS INSCRIP-
TIONUM LATINARUM） の略〕 を検討しましょう。これは，1956 年にメリダで，町




















LVTATIA LUPATA ANN（orum） XVI/ルタティア・ルパータ，16 歳
LVTATIA SEVERA ALVMN（ae）/ルタティア・セウェーラが養女のために
H（ic） S（itae） E（st） S（it） T（ibi） T（erra） L（evis）/ここに埋葬されたあなたに
とって土が軽からんことを。
J. Edmondson, T. Nogales y W. Trillmich, Imagen y Memoria. Monumentos 










によってなされた奉献（文） （dedicatio） は 「女教師」 に関わるもので， 未熟にも 16 歳
で死亡したこの女の子にこの女教師が教えていたのは，伝統的な教科の教養を身に
つけた女性にとってごく普通のことであった，文法，弁論術，数学，音楽です48）。




エドモンソン （Edmonson） は，これを父及び （又は） 母から息子又は娘に対する
一連の卑属追悼に位置づけ，養女である娘に対する母の奉献（文）は養子たる娘に対
するものである， と考えています49）。（詳細は不明な） ある両親が， アエリウス・ユス
トゥス・ルパトゥス（Aelius Iustus Lupatus）という名の息子のために残した碑文50）も
見つかっています。それから，好奇心をそそられるのですが，別の碑文も存在しま





〔イベリア〕 半島では非常に珍しい名（nomen）です。記録されているのは 5 ないし
6 例にすぎず，そのうちの 1 例が（これから述べる）メリダに属するものです。そ
の他は 〔ヒスパニア・〕 タラコネンシス（Tarraconensis） 〔州都は現タラゴーナ〕，1例は
〔ヒスパニア・〕 バエティカ（Baetica）のものです。
家名ルパトゥス（Lupatus）は稀ですが，ローマ期のヒスパニア（Hispania）で
は，すでに触れた，肖像が失われた別の墓碑銘 CIL. II 52551）に見られ，これとは
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別にアルガルヴェで発見された碑文 CIL. II, 14 もあります。
それで，これらの碑文に多く見られる 〔雄狼の意味の〕 ルプス （Lupus） と 〔雌狼の
意味の〕 ルパ （Lupa） については，土着の起源が想定されています52）。


























bius Suppestes libertus et alumus de Fabia Cellaria）56） 
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ケルン・パピルス集成第 3 巻［Bibl. Hum. 51.120］ （1978）において出版されたもの




ここで登場するプルタルコス某 （Plutarco） という人物は， アスクレピアデス （As-
clepiade）の息子であるアスクレピアデス（Asclepiade）の任意（指定）保証人（「ア





（parastéso soi hopete ean epizétetai）。



















子の出頭を約束し， そしてプルタルコスは父のこの約束を保証し， 慣習に従い， 息子
の出頭を約束しているのです。
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